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概要
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課題意識：計画等の策定やPDCAに多くの労力・コストがかかっている
市民サービスの向上に充てるべき

平成29年（2017年）より、見直し方針を掲げ、計画等の策定見直しを実施

① 法的な義務付けがあるもの等、やむを得ない策定理由がある場合を除き、
計画策定を原則行わない

② 策定せざるを得ない場合については、計画を極力簡素化・集約化する

見直し方針

総合計画や業務改革を所管する部署が中心となり、
庁内の計画等の把握と見直しの働きかけを実施



成果
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約110の計画等を対象に働きかけ 期間満了にあわせ約２割の見直しを実施

見直し 具体例

① 廃止 各区計画（９計画）、神戸市保健医療計画、神戸市住生活基本計画 等

② 統合
神戸2020ビジョン（実施計画）と神戸創生戦略（地方版総合戦略）
→神戸2025ビジョン 等

➂ 簡素化 神戸市空家等対策計画（37頁→４頁）、神戸市行財政改革2025（56頁→７頁） 等

引き続き、必要性の精査や見直しを進める



具体例① 廃止（各区計画）
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一律に策定していた区計画を廃止
区ごとの実情に応じ、「区方針」というかたちで方向性を示す

長田区計画（2016〜2020） 長田区方針（2021〜）

廃止



具体例② 統合（実施計画と地方版総合戦略）
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人口減少対策等、「地方創生の実現」という同じ目的を有する
ビジョン（実施計画）と神戸創生戦略（地方版総合戦略）を統合

神戸2020ビジョン＋神戸創生戦略 神戸2025ビジョン



具体例➂ 簡素化（神戸市空家等対策計画）
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神戸市空家等対策計画（2021〜2025）

37ぺージあった計画を４ページに簡素化




